
二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

�
新
入
生
歓
迎
会
�

学
生
部
会
主
催

二
〇
一
五
年
四
月
五
日

ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

�
国
文
学
会
総
会
・
研
究
発
表
会
・
講
演
会
�

二
〇
一
五
年
六
月
二
一
日

良
心
館
三
階
三
〇
五
教
室

�
総
会

�
研
究
発
表
会

過
去
と
の
往
還
／
死
者
と
の
交
歓

︱
吉
井
勇
﹁
虎
落
笛
﹂
論

︱

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程

松
井
佑
生

平
安
期
継
子
譚
の
展
開

︱
中
国
継
子
譚
と
の
関
わ
り

︱

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

森
あ
か
ね

森
鷗
外
﹃
高
瀬
舟
﹄
を
中
学
三
年
生
と
共
に
読
む

︱
本
当
の
幸
せ
と
は

︱

財
産
観
・
安
楽
死
の
問
題
を
現
代
と
結
び
つ
け
て
考
え
る

同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭

矢
淵
多
佳
子

�
講
演
会

同
志
社
大
学
文
化
学
会
共
催

富
士
谷
成
章
の
和
歌
の
時
代

本
学
教
授

石
井
久
雄

�
国
文
学
会
研
究
発
表
会
�

二
〇
一
五
年
一
二
月
六
日

寒
梅
館
二
階
二
〇
三
教
室

�
研
究
発
表
会

﹃
源
氏
物
語
﹄
夕
顔
巻
に
お
け
る
和
歌
の
摂
取

︱
﹁
白
露
の
光
﹂
を
め
ぐ
っ
て

︱

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程

廣
瀬

薫

合
戦
場
面
に
み
る
﹃
保
元
物
語
﹄
の
編
集
意
識

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程

城
阪
早
紀

花
田
清
輝
﹁
群
猿
図
﹂
に
お
け
る
俳
諧
の
要
素

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程

加
藤
大
生

近
世
後
期
長
崎
の
歌
壇
と
画
壇

本
学
助
教

吉
良
史
明

�
国
文
遊
歩
�

学
生
部
会
主
催

第
一
回

二
〇
一
五
年
六
月
二
八
日

奈
良
公
園
周
辺

第
二
回

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
二
日

宇
治

�
国
文
合
宿
�

学
生
部
会
主
催

二
〇
一
五
年
八
月
二
八
日
・
二
九
日

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

三
一
一



同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�
ゼ
ミ
相
談
会
�

学
生
部
会
主
催

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日
・
二
三
日

�
同
志
社
国
文
学
�

第
八
三
号

二
〇
一
五
年
一
二
月
二
〇
日
発
行

収
載
論
文
七
編

資
料
紹
介
一
編

第
八
四
号

︿
石
井
久
雄
教
授
退
職
記
念
号
﹀

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
発
行

収
載
論
文
一
八
編
︑
授
業
実
践
一
編
︑
資
料
紹
介
三
編

�
国
文
学
会
会
報
�

第
四
三
号

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
発
行

二
〇
一
五
年
度
博
士
論
文
題
目

中
島
敦
と
︿
南
洋
﹀

︱
同
時
代
︿
南
洋
﹀
表
象
と
テ
ク
ス
ト
生
成
過
程
か
ら

︱

杉

岡

歩

美

日
本
近
代
に
お
け
る
︿
デ
カ
ダ
ン
ス
﹀
の
文
学
史
的
研
究

︱
明
治
三
〇
年
代
︱
昭
和
二
〇
年
代
︑︿
否
定
性
﹀
の
系
譜
学

︱

福

岡

弘

彬

指
示
語
﹁
コ
﹂
﹁
ソ
﹂
の
文
章
論
的
研
究

︱
小
説
に
お
け
る
機
能
を
中
心
に

︱

張

子

如

二
〇
一
五
年
度
修
士
論
文
題
目

﹃
源
氏
物
語
﹄
﹁
夕
顔
﹂
巻
の
﹁
露
の
光
﹂
の
表
現

︱
引
歌
と
し
て
の
可
能
性
の
一
試
論

︱

廣

瀬

薫

謡
曲
︽
浮
舟
︾
考

︱
物
語
の
構
成
意
識
と
浮
舟
の
救
済

︱

加

藤

森

平

徳
冨
蘆
花
・
社
員
作
家
の
方
法

︱
﹁
夏
の
月
﹂
﹁
灰
燼
﹂
﹁
除
夜
物
語
﹂
を
視
座
と
し
て

︱

平

石

岳

岡
本
綺
堂
初
期
作
品
に
通
底
す
る
︿
新
し
さ
﹀

︱
素
材
と
の
比
較
を
通
し
て

︱

植

芝

千

景

谷
崎
潤
一
郎
文
学
と
検
閲
制
度

︱
明
治
末
期
か
ら
大
正
一
〇
年
ま
で
を
中
心
に

︱呉

慧

敏

昭
和
二
十
年
代
に
お
け
る
吉
井
勇
の
短
編
小
説
を
め
ぐ
っ
て

︱
﹁
私
﹂
が
﹁
回
顧
﹂
す
る
こ
と

︱

松

井

佑

生

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

三
一
二



二
〇
一
五
年
度
卒
業
論
文
題
目

天
浮
橋
の
形
状
と
機
能
に
つ
い
て

中

山

実

咲

﹃
古
事
記
﹄
天
安
河
の
ウ
ケ
ヒ
に
つ
い
て
の
一
考
察

︱
ク
ガ
タ
チ
と
の
比
較
を
通
じ
て

︱

稲

垣

桃

子

﹁
朝
川
渡
る
﹂
の
諸
問
題
に
つ
い
て

片

岡

藍

﹃
万
葉
集
﹄
巻
二
﹁
石
見
相
聞
歌
﹂
の
構
成
と
推
敲
過
程

土

田

崚

太

持
統
天
皇
作
一
六
〇
歌
・
一
六
一
歌
に
つ
い
て

北

村

綾

香

山
部
赤
人
春
雑
歌
四
首
か
ら
見
る
万
葉
集
に
お
け
る
女
性
仮
託

斉

藤

綾

子

﹁
壱
師
の
花
﹂
考

︱
﹃
万
葉
集
﹄
巻
十
一
・
二
四
八
〇

︱

湯

本

美

紀

﹃
竹
取
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
光
﹂
の
意
味
す
る
も
の

赤

井

千

秋

﹃
落
窪
物
語
﹄
と
﹃
薔
花
紅
蓮
伝
﹄
に
お
け
る
父
と
家
庭
の
形
態

金

東

輝

﹃
枕
草
子
﹄
に
お
け
る
蟻
通
明
神
伝
説
の
研
究

︱
難
題
を
中
心
に

︱

小

山

楓

登
場
人
物
か
ら
み
る
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
紅

上
茶
谷

一

美

美
的
語
彙
﹁
き
よ
ら
な
り
﹂﹁
な
ま
め
か
し
﹂
の
英
訳

︱
英
訳
に
お
け
る
光
源
氏
の
形
容
を
中
心
に

︱
西

野

史

晃

桐
の
表
現

︱
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
位
相

︱

丹

羽

雄

一

﹃
源
氏
物
語
﹄
冷
泉
帝
の
罪

後

藤

に
ち
茄

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
葵
上
の
死
の
役
割

井

上

知
奈
美

呼
称
﹁
大
殿
﹂
に
み
る
正
妻
と
し
て
の
葵
の
上

竹

内

悠

加

﹃
源
氏
物
語
﹄
六
条
御
息
所
の
死
霊
が
果
た
し
た
役
割

茂

木

有

希

﹃
源
氏
物
語
﹄
夕
霧
の
恋

︱
﹃
伊
勢
物
語
﹄﹁
筒
井
筒
﹂
の
影
響

︱

滝

本

百
合
子

﹃
源
氏
物
語
﹄
花
散
里
考

︱
な
ぜ
花
散
里
は
光
源
氏
に
と
っ
て
重
要
な

人
物
と
し
て
描
か
れ
る
の
か

︱

寺

西

未

来

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
形
代
﹂
と
し
て
の
浮
舟

家

門

春

佳

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
桜
｣

河

合

風

悟

﹃
源
氏
物
語
﹄
紫
の
上
の
服
飾

財

津

亜

実

﹃
紫
式
部
集
﹄﹁
数
な
ら
ぬ
心
﹂
の
解
釈

山

本

暁

斗

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

三
一
三



﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
七
の
﹁
怪
異
﹂
の
考
察

︱
配
列
を
通
し
て

︱

南

部

早

紀

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
に
お
け
る
動
物
へ
の
転
生
譚

石

田

尚

之

﹃
梁
塵
秘
抄
﹄
法
文
歌
に
お
け
る
表
現
の
特
異
性
に
つ
い
て達

可

健

覚
一
本
﹃
平
家
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
敦
盛
最
期
｣

結

石

雅

世

覚
一
本
﹃
平
家
物
語
﹄
に
お
け
る
木
曽
義
仲
の
死

︱
﹁
一
所
﹂
に
注
目
し
て

︱

藤

野

千

花

五
山
文
学
に
お
け
る
桃

小
野
崎

可

藍

謡
曲
﹁
猩
々
﹂﹁
邯
鄲
﹂﹁
菊
慈
童
﹂
か
ら
み
る
不
老
不
死
と
仙
界

赤

松

貴

美

﹃
新
蔵
人
﹄
絵
巻
の
主
張

︱
三
君
の
父
と
兄
に
注
目
し
て

︱

松

崎

み
な
み

逸
翁
美
術
館
蔵
﹃
大
江
山
絵
詞
﹄
の
思
想

八

木

智

生

鬼
と
陰
陽
師

︱
酒
呑
童
子
譚
の
占
い
に
関
す
る
一
考
察

︱
中

田

朱

音

﹃
弥
兵
衛
鼠
﹄
の
祝
儀
性
と
擬
人
化
表
現

平

田

明
日
香

﹃
か
ざ
し
の
姫
君
﹄
作
品
研
究

道

岡

祐
美
子

﹃
田
植
草
紙
﹄
に
お
け
る
鹿

宮

田

奈
津
美

﹃
木
幡
狐
﹄
き
し
ゆ
御
前
の
魅
力

西

邑

あ
か
り

小
野
小
町
と
和
泉
式
部
に
つ
い
て

貞

村

江
里
奈

白
拍
子
静
の
人
物
像

︱
常
盤
︑
祇
王
と
の
比
較
か
ら

︱

寺

澤

里

歩

中
世
説
話
の
笛

藤

本

佳

乃

中
世
の
亀
に
つ
い
て

日
根
野

佑

紀

昔
話
﹁
鬼
の
子
小
綱
﹂
の
変
遷

︱
文
献
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
て

︱

藤

巻

壮

史

﹃
諸
国
百
物
語
﹄
の
特
性

︱
所
収
話
の
分
類
か
ら

︱

山

口

隼

﹃
日
本
永
代
蔵
﹄
巻
四
の
一
の
挿
絵
考

︱
﹁
梟
﹂
に
着
目
し
て

︱

西

山

麻

里

大
阪
に
お
け
る
元
禄
歌
舞
伎
の
中
の
や
つ
し
の
展
開

佐

藤

真

衣

心
中
二
枚
絵
草
紙
の
ド
ラ
マ
性

︱
幻
想
的
な
道
行
と
心
中
場
を
め
ぐ
っ
て

︱
鈴

木

里

奈

﹃
諸
葛
孔
明
鼎
軍
談
﹄
の
本
文
か
ら

︱
引
用
と
転
用
に
着
目
し
て

︱

野

村

美

月

江
戸
期
﹁
桃
太
郎
﹂
絵
本
作
品
の
内
容
の
変
遷

芥

川

海

人

歌
舞
伎
に
お
け
る
動
物
変
身
譚

︱
狐
伝
承
に
注
目
し
て

︱

伊

藤

萌

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

三
一
四



身
替
り
の
趣
向
が
も
た
ら
す
効
果

︱
身
替
り
論
の
再
検
討

︱

松

本

彩

花

判
じ
絵
の
文
芸
性

︱
表
現
形
態
の
違
い
か
ら
み
る
読
者
へ
の
効
果

︱河

端

真

由

﹃
本
朝
水
滸
伝
﹄
の
基
軸
と
な
る
思
想
に
つ
い
て

︱
﹁︿
中
央
﹀
対
︿
辺
境
﹀﹂
説
の
検
証
か
ら

︱
岡

田

藍

沙

大
衆
娯
楽
と
し
て
の
妖
怪
文
化

︱
﹃
画
図
百
鬼
夜
行
﹄
か
ら
考
え
る

︱

渋

谷

朋

浩

﹁
蛇
性
の
婬
﹂
に
お
け
る
真
女
子
像
の
再
考

鄭

雨

近
松
門
左
衛
門
の
心
中
も
の
に
お
け
る
﹁
死
生
観
﹂
と

﹁
女
性
観
﹂
と
﹁
男
性
観
｣

奈

良

拓

哉

近
松
心
中
物
の
方
法
に
つ
い
て

大

林

璃

沙

お
七
の
変
相

︱
浮
世
草
子
・
実
録
な
ど
の
場
合

︱

国

島

由

佳

﹁
お
光
﹂
か
ら
考
え
る
﹁
お
染
久
松
も
の
﹂

︱
﹃
新
版
歌
祭
文
﹄
の
お
光
の
成
立
か
ら

︱
坂

本

祐
里
子

九
代
目
市
川
団
十
郎
﹁
活
歴
も
の
﹂
の
検
討

春

増

理

沙

舞
踊
に
お
け
る
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
芸
風

前

田

栞

﹃
野
菊
の
墓
﹄
論

︱
農
村
の
風
景
と
思
想

︱

加

藤

智

丈

田
山
花
袋
﹃
蒲
団
﹄
に
よ
る
新
作
技
法
と

時
代
が
生
ん
だ
﹁
自
意
識
﹂
の
分
裂

︱
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
心
理
描
写
を
中
心
に

︱
中

島

美
空
見

森
鷗
外
﹁
電
車
の
窓
﹂
に
お
け
る
男
の
ま
な
ざ
し
に
つ
い
て

徳

永

優

衣

谷
崎
潤
一
郎
﹁
小
さ
な
王
国
﹂
論

︱
少
年
描
写
の
意
義
に
つ
い
て

︱

菅

彩

幸

芥
川
龍
之
介
﹁
葱
﹂
論

︱
お
君
さ
ん
の
﹁
嬉
し
さ
う
な
微
笑
﹂
に
つ
い
て

︱山

田

基

樹

稲
垣
足
穂
﹁
星
を
造
る
人
﹂
に
描
か
れ
た
神
戸

藤

本

和
歌
子

﹁
神
神
の
微
笑
﹂
に
表
れ
る
二
つ
の
要
素

︱
文
化
融
合
と
他
文
化
理
解

︱

平

山

真

唯

山
本
有
三
﹁
波
﹂
論

︱
教
育
的
要
素
を
中
心
に

︱

溝

口

利

奈

江
戸
川
乱
歩
﹁
虫
﹂
に
見
ら
れ
る
恐
怖
と
性
癖

樫

地

大

堀
辰
雄
﹃
聖
家
族
﹄
﹃
風
立
ち
ぬ
﹄
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
の
影
響

山

端

健

太

二
〇
一
五
年
度
国
文
学
会
彙
報

三
一
五



﹁
霓
博
士
の
廃
頽
﹂
論

︱
笑
い
の
観
点
か
ら

︱

井

上

大

佑

尾
崎
翠
が
描
く
﹁
非
正
常
心
理
の
世
界
﹂

︱
﹁
歩
行
﹂﹁
地
下
室
ア
ン
ト
ン
の
一
夜
﹂
を
中
心
に

︱
新

岡

真
樹
子

“
脱
獄
囚
は
牢
屋
で
目
覚
め
る
”

︱
夢
野
久
作
﹃
氷
の
涯
﹄
に
お
け
る
信
頼

で
き
な
い
語
り
手
に
よ
る
一
人
称
書
簡
体

小
説
の
物
語
喪
失
と
読
者
に
よ
る
そ
の
創

造
︑
或
い
は
想
像
に
つ
い
て

︱

中

野

葉

広

宮
沢
賢
治
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
﹄
に
お
け
る
死
の
選
択

塩

田

有
佳
子

宮
沢
賢
治
と
﹁
よ
だ
か
の
星
﹂
論

林

芯

如

宮
沢
賢
治
﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
の
﹁
実
験
﹂
に
つ
い
て

武

田

凜

賢

﹁
夕
映
少
女
﹂
を
﹁
見
る
｣

和

田

幸

大

太
宰
治
﹁
皮
膚
と
心
﹂
に
お
け
る
﹁
私
﹂
の
在
り
方

小

濱

舞

四
つ
の
観
点
か
ら
み
る
﹃
女
生
徒
﹄
の
考
察
と
テ
ー
マ

徳

永

保

希

内
田
百
閒
﹃
柳
検
校
の
小
閑
﹄

︱
検
校
が
“
残
月
”
を
教
え
な
い
理
由

︱

中

惠
璃
子

太
宰
治
﹁
新
郎
﹂
論

︱
擬
装
さ
れ
る
︿
新
し
さ
﹀

︱

上

田

源

新
美
南
吉

近
代
的
︿
人
間
﹀
像
の
あ
ら
わ
れ

︱
﹁
手
袋
を
買
ひ
に
﹂
の
﹁
人
間
﹂
と
は
何
か

︱竹

内

勇

介

﹁
聴
雨
﹂
に
見
る
織
田
作
之
助
の
挑
戦

依

光

真

治

安
部
公
房
﹁
天
使
﹂
論

︱
︿
天
使
化
﹀
の
解
明
を
中
心
に

︱

松

内

陸

安
部
公
房
﹃
け
も
の
た
ち
は
故
郷
を
め
ざ
す
﹄
論

︱
故
郷
を
め
ぐ
っ
て

︱

潘

媛

安
部
公
房
と
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
と
し
て
の

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

︱
﹃
砂
の
女
﹄
を
中
心
に

︱

野

田

雄

大

幸
田
文
﹁
お
と
う
と
﹂
論

︱
体
験
の
小
説
化

︱

南

雲

理

歌

松
本
清
張
﹁
賞
﹂

︱
粕
谷
侃
陸
の
モ
デ
ル
と
﹁
賞
﹂
そ
の
も
の
に
つ
い
て

︱

松

尾

理

紗
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井
上
靖
﹁
楼
蘭
﹂
論

︱
史
実
と
小
説
を
比
較
し
て

︱

桐

畑

彩

音

開
高
健
﹁
裸
の
王
様
﹂︑
児
童
画
を
主
題
と
す
る
意
味

中

川

恵
里
加

井
伏
鱒
二
﹁
木
靴
の
山
﹂
に
見
ら
れ
る
ユ
ー
モ
ア
の
正
体竹

内

花

織

森
茉
莉
の
﹁
美
少
年
も
の
﹂

︱
空
想
的
空
間
で
恋
愛
す
る
美
少
年
と
青
年

︱
植

木

さ
く
ら

非
推
理
小
説
と
し
て
の
﹃
虚
無
へ
の
供
物
﹄
論

佐
々
木

光

佑

﹁
め
づ
ら
し
い
人
﹂
に
み
る
老
い
の
孤
独

林

麗

娜

三
島
由
紀
夫
﹃
英
霊
の
聲
﹄
論

︱
神
道
天
行
居
と
修
羅
能
を
視
座
と
し
て

︱
後

藤

和

也

宮
本
輝
﹃
螢
川
﹄
論

︱
二
つ
の
蛍
に
込
め
ら
れ
た
思
い

︱

下

門

雄

太

澁
澤
龍
彦
﹁
鳥
と
少
女
﹂
に
み
る
リ
ミ
ッ
ク
ス

︱
視
線
を
通
じ
て

︱

江

尻

成

治

筒
井
康
隆
﹃
虚
航
船
団
﹄
論

︱
過
去
作
品
か
ら
見
る
虚
航
船
団
の
分
析

︱
足

立

挑

﹁
親
指
Ｐ

の
修
行
時
代
﹂
が
志
向
す
る
理
想
の
関
係
性

大

西

実

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
作
品
に
お
け
る
村
上
春
樹
の
翻
訳
の
特
徴小

山

知

子

安
房
直
子
﹁
熊
の
火
﹂
に
描
か
れ
た
現
実

︱
昔
話
の
話
型
と
人
物
設
定
に
目
を
向
け
て

︱
中

西

彩

菜

お
伽
草
子
の
特
徴
語
を
め
ぐ
っ
て

青

木

達

也

﹁
ユ
メ
﹂﹁
ユ
メ
ユ
メ
﹂
の
語
史

矢

萩

薫

子

新
語
﹁
口
溶
け
﹂
の
展
開

安

田

翔

太

﹁
星
の
王
子
さ
ま
﹂
邦
訳
本
の
文
体
比
較

大

松

真
梨
子

﹁
お
も
む
ろ
﹂
の
語
史

滝

健
太
郎

江
國
香
織
の
文
体

︱
児
童
文
学
的
な
特
徴

︱

武

富

由

夏

毎
日
・
朝
日
・
読
売
三
紙
の
野
球
記
事
の
文
体
差

多

賀

子

竜

﹁
積
極
性
﹂
を
表
す
語
彙
の
意
味
分
析

清

水

美

貴

国
内
外
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
比
較

中

村

有

希

沖
縄
出
身
歌
手
の
歌
詩
分
析

中

川

ま
ん
な

漫
画
﹃
Ｏ

Ｎ

Ｅ

Ｐ

Ｉ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

﹄
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

一

色

真

実
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川
上
稔
著
﹃
境
界
線
上
の
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
﹄
に
お
け
る
役
割
語

︱
典
型
例
と
ず
ら
し
の
検
証

︱

石

川

澪

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
﹁
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
﹂
シ
リ
ー
ズ

に
登
場
す
る
機
動
兵
器
の
命
名
の
分
析

山

崎

茜

音

﹁
姑
息
﹂
の
語
誌

針

生

直

也

漫
画
﹁
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
﹂
の
漢
字
に
つ
い
て

工

口

千
賀
子

歌
唱
に
お
け
る
母
音
の
分
布

青

山

周

平

新
聞
の
謝
罪
に
関
す
る
記
事
に
お
け
る
語
彙
と
表
現

︱
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
観
点
か
ら

︱

津

守

智

文
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